
千
葉
県
内
で
少
人
数
学
級
が
開

始
さ
れ
た
の
は
２
０
０
４
年
度
の

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
全
学

年
が
４
０
人
学
級
で
し
た
が
少
人

数
学
級
を
求
め
る
声
が
広
が
り
、

つ
い
に
千
葉
県
教
育
委
員
会
が
小

学
校
１
年
生
と
２
年
生
で
３
８
人

学
級
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
２
０
０
８
年
度
を
除

い
て
、
毎
年
、
わ
ず
か
な
が
ら
も

少
人
数
学
級
が
拡
大
さ
れ
て
き
ま

し
た
（
表
参
照
）
。
し
か
し
２
０

１
３
年
度
か
ら
の
４
年
間
、
県
教

委
は
改
善
に
ま
っ
た
く

手
を
付
け
ず
放
置
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
現
在
は
、
小
学

１
～
２
年
生
と
中
学
１

年
生
が
「
３
５
人
学
級
」、

そ
の
他
の
学
年
は
「
３

８
人
学
級
」
の
ま
ま
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
た
い
し
て
全

教
千
葉
教
職
員
組
合
や

新
日
本
婦
人
の
会
な
ど

の
市
民
団
体
を
は
じ
め

多
く
の
県
民
が
さ
ら
な

る
拡
大
を
求
め
、
毎
年

数
十
万
人
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
署
名
や
県
議
会
で

の
追
及
の
前
に
、
つ
い

に
４
月
か
ら
小
学
校
３

年
生
へ
の
拡
大
に
踏
み

切
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
も
の
で
す
。

現
在
、
県
内
の
公
立
小
学
校
は

６
８
０
校
、
２
年
生
は
約
４
万
４

３
０
０
人
お
り
、
３
５
人
学
級
の

全
面
実
施
で
約
１
０
０
学
級
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
た
だ
し
千

葉
市
は
県
と
は
ま
っ
た
く
別
枠
な

の
で
こ
れ
ら
の
数
字
は
千
葉
市
を

除
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
）。

ま
た
今
回
の
３
５
人
学
級
は
学

校
長
の
判
断
で
導
入
す
る
「
選
択

制
」
の
た
め
「
３
８
人
」
の
ま
ま

の
学
級
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
少
人
数

を
選
択
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
に

は
「
教
室
が
足
り
な
く
て
選
択
で

き
な
い
」
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
態
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
来
、

選
択
で
は
な
く
県
教
委
の
責
任
で

「
完
全
実
施
」
す
べ
き
も
の
で
す
。

今
後
、
小
学
４
年
生
以
上
と
中

学
２
年
生
以
上
に
も
３
５
人
学
級

を
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
、
さ

ら
に
全
学
年
で
３
０
人
以
下
学
級

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

日本共産党船橋市議団とともに
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１
・
９
▼
県
政
懇
談
会
／

斉
藤
和
子
衆
院
議
員
や
深

津
俊
郎
地
区
副
委
員
長
・

市
議
団
と
成
人
式
宣
伝

斉
藤
議
員
と
国
労
千
葉
地

方
本
部
の
旗
び
ら
き

１
・
10
▼
飯
山
満
地
域
を

訪
問
／
千
葉
県
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
を
傍
聴

／
自
治
体
問
題
研
究
所
の

常
任
理
事
会
に
出
席

１
・
11
▼
船
橋
革
新
懇
の

世
話
人
会
／
金
沢
和
子
市

議
と
道
路
の
安
全
対
策
で

現
地
調
査

１
・
12
▼
県
議
団
会
議

１
・
13
▼
松
﨑
佐
智
市
議

と
国
保
を
よ
く
す
る
会
の

対
市
要
請
に
同
席
／
船
橋

市
経
済
界
賀
詞
交
歓
会
に

参
加
／
市
職
員
労
働
組
合

旗
び
ら
き
で
あ
い
さ
つ

１
・
14
▼
日
韓
友
好
議
員

連
盟
の
韓
国
民
団
新
年
会

／
県
医
師
会
の
新
年
会

１
・
15
▼
千
葉
県
商
工
団

体
連
合
会
新
春
学
習
決
起

集
会
で
報
告
／
金
沢
市
議

と
行
田
地
域
の
報
告
会

１
・
18
▼
地
方
港
湾
審
議

会
／
船
橋
革
新
懇
の
宣
伝

１
・
19
▼
県
議
団
会
議
／

２
月
県
議
会
議
案
説
明
／

三
番
瀬
公
金
違
法
支
出
判

決
を
活
か
す
会

１
・
20
▼
生
活
と
健
康
を

守
る
会
の
学
習
会
／
明
る

い
船
橋
民
主
市
政
の
会

１
・
21
▼
国
労
江
東
支
部

の
旗
び
ら
き
で
あ
い
さ
つ

１
・
22
▼
金
沢
市
議
と
夏

見
地
域
報
告
会
／
坂
井
洋

介
市
議
と
高
根
台
で
新
春

の
つ
ど
い
／
斉
藤
議
員
や

関
根
和
子
市
議
と
輪
っ
子

の
会
報
告
会
／
深
津
副
委

員
長
や
佐
藤
重
雄
市
議
と

若
松
地
域
の
新
年
会

千
葉
県
教
育
委
員
会
が
今
年
４
月
か
ら
、
県
内
公
立
小
中
学

校
の
小
学
校
３
年
生
に
つ
い
て
、
一
学
級
の
生
徒
数
を
３
５
人

に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
学
校
関
係
者
や
保
護
者

な
ど
の
世
論
が
県
政
を
動
か
し
た
結
果
で
す
。

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

少
人
数
学
級
は

２
０
０
４
年
度
開
始

数
十
万
の
署
名
や
議

会
で
の
追
及
が
力
に

さ
ら
に
拡
大
し
３
０

人
以
下
学
級
実
現
へ

志位和夫委員長は談話の中で、トランプ大統領が就任演説で、貿

易、税金、移民、外交などのすべてで「米国第一」を貫くと宣言し

たことを取り上げ、加盟国の主権平等の原則に基礎をおく国連憲章

の精神に背き、あからさまな覇権主義的政策を強めるのではないか

との深い危惧をもたざるをえないと指摘。

日米関係では、軍事的・財政的負担の強化を求めてくる可能性が

あると述べ、トランプ大統領のＴＰＰ協定からの「離脱宣言」も、

今後の日米間交渉で米国とその多国籍企業の利益を第一におき、日

本にいっそうの譲歩を迫ってくる危険があると述べました。

また日本政府が、「米国第一」を掲げるトランプ政権に対して、こ

れまでのような「日米同盟絶対」という硬直した思考を続けるなら

いよいよ対応ができなくなるとして、異常なアメリカ追随外交を根

本から見直し､対等･平等・友好の日米関係に切り替えることが、これ

までにもまして切実な課題となっていると強調しました。


